
「群マネの手引きVer.1（群マネ入門超百科）」 ※R7.10.14公表
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うち なだ まち



「群マネの手引きVer.1（群マネ入門超百科）」 ※R7.10.14公表

43
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３．取組事例の紹介

①上部工撤去（妙高大橋）

②道路橋における塩害対策の検討
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①上部工撤去（妙高大橋）



P1

P2

P3

A1

A2

箱桁の断⾯形状

昭和47(1972)年に建設された国道１８号の道路橋
施⼯位置︓新潟県妙⾼市
構造形式︓PC4径間連続箱桁橋
橋 ⻑︓３００ｍ
架設⼯法︓ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｾｸﾞﾒﾝﾄを⽤いた

ｶﾝﾁﾚﾊﾞｰ⼯法

⾄ 上越

⾄ ⻑野

妙高大橋の概要①

46



撤去 理由
2009年の補修⼯事の際にPC鋼材の破断が判明
その後のモニタリングによって、主桁の⾃重によるたわみの増加を確認

撤去が決定

A1-P1径間の下床板のPC鋼材の破断状況

妙高大橋の概要②

47



発注⽅式

設計者の
撤去計画

優先
交渉権者

知⾒を設計に
反映

⻑⼤橋かつPC鋼材が破断した上部⼯の撤去は前例がないことから、設計段階から
施⼯者が関与するECI⽅式 (技術協⼒・施⼯タイプ) を採⽤

上部工撤去工事の発注方式

48

ECI方式（技術協力・施工タイプ）の契約形態



橋⾯上に架設桁を組み⽴て、⼀体化されているプレキャストセグメントの主桁を、建設時と逆
の順序で1セグメントずつ撤去

①準備⼯
②架設桁⼯
③主桁撤去⼯

A1からA2向けて⽚押し施⼯

撤去工事の施工方法①

49



既設PC鋼材が破断しているため
撤去中の主桁の安定性を確保できない可能性

準備⼯
・吊り⾜場（作業床）の組⽴
・PC鋼材による主桁補強

上床版に補強PC鋼材を配置

撤去工事の施工方法②

50



張出上下部
Pu＝2,700kN 上床版中央部

Pu＝1,000kN

補強⽤PC鋼材の配置図 補強を実施した橋⾯上の写真

定着装置

《PC鋼材による補強の概要》
PC鋼材(Pu=2,700kN、1,000kN)を上床版（張出し上下部）に設置

撤去工事の施工方法③

51



《PC鋼材による補強の概要》

撤去工事の施工方法④

52

カンチレバー状態（片持ち構造）となった主桁の張出し先端から左右交互
に撤去するため、一時的にアンバランスモーメントが発生



橋脚仮固定 PC鋼材12S15.2 と PC鋼棒φ40 の設置

《PC鋼材による補強の概要》

撤去工事の施工方法⑤

53

このアンバランスモーメントに対応するため、柱頭部と脚頭部の支承廻りの空間に
コンクリートを充填し、柱頭部と橋脚を仮固定ケーブルで鉛直方向に接続して緊張
力を与えることで、建設時と同様の剛結構造とした

橋脚仮固定PC鋼材の配置図 仮固定PC補強の写真

PC鋼材12S15.2

PC鋼棒φ40

PC鋼材12S15.2

PC鋼棒φ40



架設桁上に設置した70t級の橋形クレーン
（セグメント最⼤重量60t/体）

吊り装置

橋形クレーンで撤去するセグメントを
仮吊りした状態

《主桁撤去の流れ》

撤去工事の施工方法⑥
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橋⾯上に設置したワイヤーソー 切断中の箱桁内

《主桁撤去の流れ》

撤去工事の施工方法⑦
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《主桁撤去の流れ》 主桁切断 主桁吊上げ移動 多軸台⾞ 積み替え運搬

撤去工事の施工方法⑧

56

＜ ショート動画 ＞
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②道路橋における塩害対策の検討



橋梁塩害研究会の活動（2004年〜）※23年⽬

新名立大橋 電気防食モニタリング

能生大橋 ステンレス鉄筋耐久性調査

長期的な研究 短期的な研究

• 環境調査
• 飛来塩分シミュレーション
• etc

今後の維持管理における効果的
かつ効率的で、長期的な経済性
を考慮した補修・補強の選定に
寄与

・⻑期的な研究：モニタリング、⻑期暴露試験による耐久性調査

・短期的な研究：細やかなニーズに着⽬した研究

58



新名⽴⼤橋 電気防⾷モニタリング
本橋の上部⼯を4区画に分け、外部電源⽅式4⼯法（チタンリボンメッシュ⽅式、
チタングリッド⽅式、チタンロッド⽅式、チタン溶射⽅式）をモニタリング

全景

A1

橋長 75300

50 桁長 36000 100 桁長 39100 50
450 支間長 35100 450450 支間長 38200 450

至 朝日至 柏崎

P1 A2

ch1
ch2
ch3
ch4
ch1

ch1

ch1
ch2

ch2

ch2
ch3 ch3

ch3

ch4 ch4

ch4

チタンリボンメッシュ方式 チ タ ン ロ ッ ド 方 式

チ タ ン グ リ ッ ド 方 式 チ タ ン 溶 射 方 式

⇒TCユニット⽅式に取換え（R3.6〜）

A点
B点

C点
D点
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新名⽴⼤橋 電気防⾷モニタリング

ﾁﾀﾝﾘﾎﾞﾝ

ﾒｯｼｭ方式桁

ﾁﾀﾝｸﾞﾘｯﾄﾞ

方式桁

ﾁﾀﾝﾛｯﾄﾞ

方式桁

ﾁﾀﾝ溶射

方式桁
無対策桁 塩害塗装桁

樹脂鉄筋

使用桁

高流動

ｺﾝｸﾘｰﾄ桁

炭素繊維

巻立桁

3000

810 2200 810 2200 810 2200 810 2200 810 2200 810 2200 810 2200 810 2200 810 2200 810

20 10 3000 10 3000 10 3000 10 3000 10 3000 10 3000 10 3000 10 3000 20

390

1
5
0
0

1
5
0
0柏崎側 朝日側

60

本橋と同じ電気防⾷４⼯法の暴露供試体を本橋の近傍に設置
さらに、電気防⾷とその他の塩害対策との対⽐を検証するために、
無対策桁(1種防⾷桁：かぶりのみ対策)、塩害塗装桁、樹脂鉄筋使⽤桁、⾼流
動コンクリート桁、炭素繊維巻⽴桁の５体を加えた計９体を設置



新名⽴⼤橋 電気防⾷モニタリング

下記の調査項⽬についてモニタリングを実施

状況内容調査項目

[①②③]完了
①気象調査
②飛来塩分調査
③凍結防止剤散布量調査

腐食環境調査

[④]継続中④近接目視調査（打音調査）目視調査

[⑤⑥⑦]完了
[⑧⑨]継続中

⑤反発硬度試験
⑥鉄筋探査
⑦一軸圧縮強度試験
⑧塩化物イオン含有量試験
（中性化試験含む）

⑨鋼材腐食度調査

物理試験

[⑩⑪⑫]継続中
⑩電位（電流・電圧）計測
⑪復極量計測
⑫表面自然電位計測

電気化学的調査

⑧⑨⑩について次ページ以降で紹介
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新名⽴⼤橋 電気防⾷モニタリング

【⑧塩化物イオン含有量試験、⑨鋼材腐食度調査】
⑧の調査結果：鋼材深さ（かぶり70 mm）位置において、無対策桁では

44年後（材齢69年）に腐⾷発⽣限界濃度に達すると推定
⑨の調査結果：内部鋼材に著しい腐⾷はみられなかった

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

0 20 40 60 80 100

塩
化

物
イ

オ
ン

含
有

量
(k

g
/m
3
)

25年目からの経過年数

無対策桁 塩害塗装桁(下面)

高流動コンクリート桁 架台海側

架台山側 1.2kg/m3

塩化物イオンの鋼材

腐食発生限界濃度

経過年数44年

(材齢69年)

経過年数48年

(材齢73年)
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※ 腐食発生限界濃度：１．２㎏／m3



新名⽴⼤橋 電気防⾷モニタリング
【⑪復極量計測】

計測結果：塩害による著しい劣化は⽣じていない状態と推定

※ 復極量が100mVを上回る場合、電気防⾷機能が維持されている

0

100

200

300

400

2021年4月 2022年4月 2023年4月 2024年4月 2025年4月 2026年4月

復
極
量
(
m
V
)

A点 B点 C点 D点

管理値

100mV

管理値以上
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ふく きょく りょう



能⽣⼤橋 ステンレス鉄筋耐久性調査
能⽣⼤橋（旧橋）は、著しい塩害が⽣じたため、平成24年に架け替え

⇒ 架け替えの際、⼀部においてステンレス鉄筋を採⽤

64

※ 採⽤箇所 柏崎側1径間の桁の外縁部鉄筋
現場でコンクリート打設となる打ち継ぎ部の鉄筋

道路橋主桁へのステンレス鉄筋の採⽤は、国内初の事例



能⽣⼤橋 ステンレス鉄筋耐久性調査
⻑期暴露供試体：平成24年の橋梁供⽤開始とともに暴露試験を開始

以降、5年、10年、20年、30年が経過した際に、ケース①、
②、③を1つずつ解体し、内部鋼材の腐⾷状況等を確認

施⼯後5年経過した供試体には、ステンレス鉄筋の腐⾷はみられなかった

65
※未解体の供試体9体についても、ひびわれ等の変状は確認されていない



能⽣⼤橋 ステンレス鉄筋耐久性調査
短期暴露供試体：かぶり厚を低減や鉄筋の組み合わせを変えて塩害特性を

把握する暴露試験（平成27年度と令和4年度の計2回実施）

ケース 使用鋼材 設置数量

同種 ケース① SUS410×2本 2体

ケース② SUS304×2本 2体

ケース③ SUS316×2本 2体

ケース④ エポ筋×2本 2体

ケース⑤ 普通鉄筋×2本 2体

異種 ケース① SUS410×2本＋エポ筋×2本 2体

ケース② SUS410×2本＋普通鉄筋×2本 2体

ケース③ エポ筋×2本＋普通鉄筋×2本 2体

ケース④ 普通鉄筋×2本＋普通鉄筋×2本 2体

同種

異種

塗装
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供試体に、ステンレス鉄筋の腐⾷はみられなかった



広報活動
広報活動①：ホームページでの情報発信

・平成20年にまとめられた塩害橋梁維持管理マニュアル（案）
・橋梁塩害研究活動報告書（「概要版」、「本編」）
・塩害の変状、調査、対策に関する事例集

広報活動②：論⽂発表、展⽰会での情報発信

研究成果のパネル展示（けんせつフェア北陸）
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４．その他（関連トピック）

①土木遺産（土木学会選奨）

②道路に関する世論調査（内閣府）

せんしょう

よ ろん
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①土木遺産（土木学会選奨）
せんしょう



土木学会選奨 土木遺産とは ＜出展＞ 公益社団法人 土木学会 選奨土木遺産

（令和８年９月２４日）
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土木学会選奨 土木遺産（令和８年度） ＜出展＞ 公益社団法人 土木学会 選奨土木遺産
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土木学会選奨 土木遺産（新潟県内の選奨例）＜出展＞ 公益社団法人 土木学会 選奨土木遺産
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土木学会選奨 土木遺産（新潟県内の選奨例）＜出展＞ 公益社団法人 土木学会 選奨土木遺産
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土木学会選奨 土木遺産（新潟県内の選奨例）＜出展＞ 公益社団法人 土木学会 選奨土木遺産
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土木学会選奨 土木遺産（新潟県内の選奨例）＜出展＞ 公益社団法人 土木学会 選奨土木遺産
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②道路に関する世論調査（内閣府）
よ ろん
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道路に関する世論調査 速報（内閣府） ＜出展＞ 内閣府 道路に関する世論調査報告書概略版（速報）
https://survey.gov-online.go.jp/urban_transport/202609/r08/r08-douro/
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道路に関する世論調査 速報（内閣府） ＜出展＞ 内閣府 道路に関する世論調査報告書概略版（速報）
https://survey.gov-online.go.jp/urban_transport/202609/r08/r08-douro/

＋３．９ポイント－４．１ポイント

「予防保全」に関心の傾向か？
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＜出展＞ 内閣府 道路に関する世論調査報告書概略版（速報）
https://survey.gov-online.go.jp/urban_transport/202609/r08/r08-douro/道路に関する世論調査 速報（内閣府）

＋４．０ポイント －３．８ポイント
「撤去・集約」に関心の傾向か？



５．第５回 北陸橋梁保全会議
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第５回 北陸橋梁保全会議 （令和８年９月開催）

81

○北陸独自の取り組みとして、橋梁保全に関する情報交換・発信のプラットフォームとして、産・学・官が連携し、
橋梁保全に関する技術の向上、研鑽を目的として実施

○平成２５年より３年毎に実施しており、今回で５回目の開催

テーマ：
「社会とつくる橋の未来：

データと技術がひらくあたらしい保全のかたち」
座 長：丸山 久一氏（長岡技科大 名誉教授）
パネリスト：

吉田 健一 氏 （北陸地方整備局道路部）
加治 覚 氏 （新潟市土木部）
福島 道人 氏 （日本橋梁建設協会）
中積 健一 氏 （ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会）
脇坂 哲也 氏 （建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会）
東出 悦子 氏 （（株）アイペック）

◆基調講演

◆報文発表 ４５編

◆パネルディスカッション

２．開催状況

講師
政策研究大学院大学

特別教授 小澤 一雅 氏
テーマ

「アセットマネジメントの成熟度向上を目指して」

１．開催概要
○開催期間 ： 令和８年９月１０日(木)～１１日(金)
○開催場所 ： 新潟グランドホテル
○参加者数 ： 1,080名（２日延べ）
○主 催 ： 北陸橋梁保全会議実行委員会
○プログラム ◆基調講演

◆報文発表（４５課題）
◆パネルディスカッション
◆技術展示（３１ブース）

祝辞
（笠鳥新潟県副知事）

祝辞
（越智北陸地方整備局

企画部長）

開会挨拶
（柴田実行委員長）

総括報告
（荒井実行委員会副委員長）

閉会挨拶
（一力実行委員会副委員長）

◆開会式

◆閉会式
◆技術展示 ３１ブース

盛況に開催されました



以上で講演を終わります。

ご清聴ありがとうございました。
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